
柳田國男に関する書籍や記念

展の図録を販売しています。読み

やすいものや詳しく書かれたも

のがありますので、お手にとって

ご覧いただき、ぜひ 

お買い求めください。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

福崎町立 

柳田國男・松岡家記念館 

〒679-2204 

神崎郡福崎町西田原 

1038 の 12 

電話：0790-22-1000 

☆☆入館案内☆☆ 

☆開館時間 

 9 時～16 時 30 分 

  (入館は 16 時まで) 

☆休館日 

 月曜日、祝日の翌日 

12 月 28 日～1 月 4 日 

☆入館料 

無 料 

館
日
記 

 
井
上
通
泰
生
誕
150
年
記
念
事
業
を
振
り
か
え
っ
て 

2016 年（平成 28 年） 12 月 22 日 第 102 号 （入館無料施設）     福崎町立柳田國男・松岡家記念館発

行 

文
化
財
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告 

 

11
月
26
日
（
土
）
に
、
エ

ル
デ
ホ
ー
ル
で
、
福
崎
町
文
化

財
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先

立
ち
、
第
４
回
柳
田
國
男
ふ
る

さ
と
賞
受
賞
者
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
、

受
賞
者
が
興
味
深
く
調
べ
た

こ
と
を
、
て
い
ね
い
に
ま
と
め

て
発
表
し
て
い
ま
し
た
。 

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の

歴
史
や
魅
力
を
伝
え
る
、
す
ば

ら
し
い
発
表
で
し
た
。 

✤
新
収
蔵
資
料
の
お
知
ら
せ
✤ 

記
念
館
で
は
、
７
月
23
日

（
土
）
か
ら
開
催
し
て
い
た
「
井

上
通
泰
展
～
歌
を
詠
み
愛
し
た

眼
科
医
～
」
が
、
11
月
27
日

（
日
）
に
最
終
日
を
迎
え
ま
し

た
。
本
展
は
、
井
上
通
泰
生
誕

150

年
記
念
と
し
て
、
通
泰
の
業

績
を
紹
介
し
、
医
者
、
歌
人
と

し
て
活
躍
し
た
、
通
泰
の
た
ぐ

い
ま
れ
な
る
才
能
や
文
化
人

た
ち
と
の
交
流
を
紹
介
し
ま
し

た
。
関
連
す
る
講
演
会
で
は
、

よ
り
深
く
理
解
い
た
だ
く
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
会
期
中
に
は
、

６
，
０
０
０
人
を
超
え
る
、
多

く
の
み
な
さ
ん
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

井
上
通
泰
展
を
終
え
て 

資料をじっくりご覧になるようす 

図録 １冊３００円 

こ
の
た
び
、
新
た
に
資
料
を

１
点
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
井
上
通
泰
の
「
臨

時
講
義
」
原
稿
で
す
。
歌
の
講

釈
に
つ
い
て
伝
え
る
内
容
を
、

自
筆
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、『
古
今
集
』
を
引
用

し
て
、
講
義
を
行
う
こ
と
を
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
貴
重
な

資
料
を
寄
贈
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 資料収集のお願い 

記念館では、柳田國

男や松岡家に関する資

料を収集しています。

貴重な資料を後世へ伝

えるため、資料がござ

いましたら、ぜひ寄贈

をお願いします。 

問い合わせ先（22-1000） 

記念館販売書籍の案内 

講演会では通泰に関連する書簡 

を読み解いていただきました 

◆
発
表
者
の
作
品
◆ 

小
学
校
低
・
中
学
年
の
部 

木
村
悠
太
さ
ん 

「
か
く
し
ほ
ち
ょ
じ
」 

小
学
校
高
学
年
の
部 

後
藤
駿
幸
さ
ん 

「
ぼ
く
の
家
の
周
り
に
あ
る

施
設
や
文
化
財
調
べ
」 

中
学
校
の
部 

 

山
口
華
永
さ
ん 

「
巡
礼
道 

三
枝
草
峠
か
ら
百

町
峠
ま
で
～
板
坂
の
果
た
し

た
役
割
～
」 

 

中
井
陸
登
さ
ん 

「
田
原
と
八
千
種
地
域
の
道

し
る
べ
」 

平
成
２８
年
は
、
柳
田
國
男
の
兄
・
井
上
通
泰
の

生
誕
150
年
記
念
事
業
と
し
て
、
１
年
を
通
じ
て
記

念
展
を
は
じ
め
講
演
会
、
山
桃
忌
、
柳
田
國
男
検

定
な
ど
多
彩
な
催
し
を
実
施
し
、
通
泰
の
業
績
を

全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。 

な
か
で
も
山
桃
忌
は
、
福
崎
町
制
60
周
年
と
通

泰
生
誕
150
年
を
記
念
し
て
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。
記
念
館
顧
問
の
石
井
正
己

先
生
に
よ
る
基
調
講
演
で
は
、
生
涯
に
わ
た
り
弟

を
支
え
た
通
泰
と
、
兄
を
敬
い
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
か
っ
た
國
男
の
「
兄
弟
の
絆
」
が
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。 

来
年
は
、
平
成
３０
年
に
生
誕
140
年
を
迎
え
る
松

岡
静
雄
の
調
査
を
す
す
め
、
み
な
さ
ん
に
新
た
な

情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

姫路文学館外での初公開

資料(井上通泰展) 

石井先生講演（山桃忌） 

 


